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Ⅰ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　常任委員会　開催報告

Ⅰ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　常任委員会　開催報告

2025 年度軽種馬防疫協議会常任委員会が下記のとおり開催され、提出議題はすべて承認された。

１．開催日時：2025 年 6 月 26 日（木）　 
２．場　　所：日本中央競馬会　本部 4 階　401 会議室
３．会 議 参 加 者 ：（敬称略・順不同）
	 常任委員：	伊藤　　幹 （日本中央競馬会　馬事担当理事）
		  秋元　稔弥 （地方競馬全国協会　公正担当理事）
		  上野　儀治 （日本軽種馬協会　副会長・常務理事）
		  布施　　勝 （日本馬術連盟　常務理事）
		  永峰　一弘 （日本馬事協会　専務理事）
	 幹　　事：内谷　武司 （地方競馬全国協会　競走・公正部長）
		  望田　森介 （地方競馬全国協会　公正部公正課長）
		  堀金　　靖 （日本馬術連盟　事務局長）
		  冨成　雅尚 （日本軽種馬協会　業務部長）
		  井上　善行 （日本馬事協会　参与）
		  松田　芳和 （日本中央競馬会　馬事部長）
		  眞下　聖吾 （日本中央競馬会　馬事部防疫課長）
	 オブザーバー：遠山　理志 （地方競馬全国協会　公正部　獣医役）
		  浦辻　雄央 （地方競馬全国協会　公正課　獣医役）
		  琴寄　泰光 （日本軽種馬協会　業務部　調査役）
	 事 務 局：滝澤　康正 （日本中央競馬会　馬事部長代理）
		  和久野　愛 （日本中央競馬会　馬事部防疫課長補佐）
		  村瀬　晴崇 （日本中央競馬会　馬事部防疫課主任調査役）
		  岡本奈名子 （日本中央競馬会　馬事部防疫課）

４．議　　題：
　１）2024 年度 事業報告ならびに収支決算
　（１）主な事業内容
　　　①定例委員会の開催
　　　　・常任委員会：2024 年 5 月 30 日
　　　　・専門委員会：2024 年 5 月 30 日
　　　②関係機関 • 関係団体との連絡 • 協議
　　　　・防疫に関する主催者間の意見交換会（2024 年 5 月 30 日）
　　　③ 2024 年 馬の予防接種要領の制定
　　　④公益社団法人中央畜産会衛生指導部の発行する「馬の健康手帳」の監修
　（２）防疫思想の啓発および普及
　　　①軽種馬防疫協議会ニュースの作成 • 配信
　　　　・軽防協ニュース Vol.52：2025 年 2 月配信
　　　②軽種馬防疫協議会ニュース速報の作成・配信
　　　　・速報は定期 4 回配信（2024 年 4 月，8 月，11 月，2025 年 1 月）
　　　　・速報号外は 2 回配信（2024 年 6 月，2025 年 1 月）
　　　③ Equine Disease Quarterly の作成 • 配布
　　　　・4 回配信（Vol.33, No.2-4, Vol.34, No.1）
　　　④馬の予防接種啓発用リーフレットの作成・配布
　　　　・予防接種（馬インフルエンザ・日本脳炎・破傷風）啓発用リーフレット作成（8,000 部）
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　　　⑤公益社団法人中央畜産会が発行する感染症テキストの監修
　　　　・子馬のロドコッカス感染症（第 3 版）
　　　　・馬脳炎（第 1 版・補訂版）
　　　⑥軽種馬防疫協議会のホームページ
　　　　・事務局による運営管理
　　　　・伝染病情報や学術集会に関する情報発信
　　　⑦ WOAH 主催の国際会議への協力
　　　　・WOAH Regional Workshop ＠馬事公苑：2024 年 9 月 17-18 日
　（３）防疫に関する研究および疫学情報の収集伝達
　　　①防疫に関する国内および海外の情報収集
　　　　・農林水産省動物衛生課、各家畜保健衛生所、JRA、海外の関連機関等
　　　②防疫に関する研究成果の伝達
　　　　・生産地シンポジウム、馬防疫検討会「馬感染症研究会」および JRA 競走馬に関する調査研究発表会 
	 の講演要旨を軽防協ホームページで掲載
　（４）2024 年度軽種馬防疫協議会　収支決算報告【表 1】
　（５）2024 年度軽種馬防疫協議会　積立金収支決算報告【表 2】
　
　２）2025 年度軽種馬防疫協議会　事業計画ならびに収支予算
　（１）主な事業内容
　　　①定例委員会の開催
　　　　・常任委員会：2025 年 6 月 26 日
　　　　・専門委員会：2025 年 6 月 26 日
　　　②関係機関・関係団体との連絡・協議
　　　　・拡大幹事会（馬インフルエンザ発生に伴う）：2025 年 5 月 1 日
　　　　・防疫に関する主催者間の意見交換会：2025 年 6 月 26 日
　　　③ 2025 年 馬の予防接種要領の制定
　　　④公益社団法人中央畜産会衛生指導部の発行する「馬の健康手帳」の監修
　（２）防疫思想の啓発および普及
　　　①軽種馬防疫協議会ニュースの作成・配信
　　　②軽種馬防疫協議会ニュース速報の作成・配信
　　　　・定期 4 回配信予定（2025 年 6 月，9 月，12 月，2026 年 3 月）
　　　　・号外随時配信予定
　　　③ Equine Disease Quarterly の作成・配信
　　　　・4 回配信（Vol.34, No.2-4、Vol.35, No.1）
　　　④馬の予防接種啓発用リーフレットの作成・配布
　　　　・予防接種（馬インフルエンザ・日本脳炎・破傷風）啓発用リーフレットの作成および配布
　　　⑤公益社団法人中央畜産会が発行する感染症テキストの監修
　　　⑥軽種馬防疫協議会ホームページ
　　　　・事務局による運営管理
　　　　・伝染病情報や学術集会に関する情報発信
　（３）防疫に関する研究および疫学情報の収集伝達
　　　①防疫に関する国内および海外の情報収集
　　　　・農林水産省動物衛生課、各家畜保健衛生所、JRA、海外の関連機関等
　　　②防疫に関する研究成果の伝達
　　　　・生産地シンポジウム、馬防疫検討会「馬感染症研究会」および JRA 競走馬に関する調査研究発表会 
	 の講演概要を軽防協ホームページで掲載
　（４）2025 年度軽種馬防疫協議会　収支予算【表 3】
　（５）2025 年度軽種馬防疫協議会　積立金収支予算【表 4】
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収 入 の 部 支 出 の 部
科　　目 2024 年 予 算 額

表 1.　2024 年度　軽種馬防疫協議会　収支決算書 
（2024 年 4 月 1 日〜 2025 年 3 月 31 日）

収 入 確 定 額 差　額 科　　目 2024 年 予 算 額 支 出 確 定 額 差　額 備　　考

前 年 度 繰 越 金

日本中央競馬会
分　担　金

地方競馬全国協会
分　担　金

雑 収 入
（預金利子）

1,542,291

2,942,301計

1,542,291 0

0

0

831

2,943,132 831

1 . 事 業 費
会 議 費
諸 謝 金

印 刷 費
通 信 費
HP管理業務費
雑 費

2. 事 務 諸 費

4 . 予 備 費

次年度へ繰越金
計

80,000
60,000
20,000

1,320,000

942,301
2,942,301

0

1,122,000

2,942,301

44,280
44,280

0
1,078,373

0
1,722,653
1,220,479

941,225

2,943,132 831

35,720
15,720
20,000

241,627

942,301
1,219,648

▲ 1,220,479

180,775

常任委員会、専門委員会、幹事会

Equine Disease Quarterly、
軽防協ニュース、予防接種リーフレット等
送料等
ドメイン費、サーバー使用・管理費、更新費
役務費、文具、図書、振込手数料等
WOAH 主催の国際会議への協力金

（単位：円）

支 出 額 計

42,000
126,000
30,000

8,184
120,230

8,734
3 . 積 立 金

33,816
5,770

21,266

収 入 の 部 支 出 の 部
科　　目 2024 年 予 算 額

表 2.　2024 年度　軽種馬防疫協議会積立金　収支決算書
（2024 年 4 月 1 日〜 2025 年 3 月 31 日）

収 入 確 定 額 差　額 科　　目 2024 年 予 算 額 支 出 確 定 額 差　額 備　　考

1,597,030計 1,597,488 458

印 刷 費
学術集会等への協賛費
雑 　 　 　 費
支 出 額 計
次年度へ繰越金

計

600,000

600,000
997,030

1,597,030

600,000
770

600,770
996,718

1,597,488

0
0

▲ 770
▲ 770

312

（単位：円）

前 年 度 繰 越 金

2024 年度積立金

雑収入（預金利子）

997,022

600,000

8

997,022

600,000

466

0

0

458

458

表 3.　2025 年度　軽種馬防疫協議会　収支予算
（2025 年 4 月 1 日〜 2026 年 3 月 31 日）

収 入 の 部 支 出 の 部
科　　　　目 差　　額 科　　　目 金　　額 備　　 　考

前 年 度 繰 越 金

日本中央競馬会分担金

地方競馬全国協会分担金

雑 収 入（ 預 金 利 子 ）

2,621,279計

1,220,479

700,000

700,000

800

1 . 事 業 費
会 議 費
諸 謝 金

印 刷 費

通 信 費
HP 管 理 業 務 費
雑 費

2. 事 務 諸 費

3 . 積 立 金

計

80,000
60,000
20,000

1,380,000

0

1,161,279

1,182,000

常任委員会、専門委員会、幹事会

Equine Disease Quarterly、軽防協ニュース、
予防接種リーフレット等
送料等
ドメイン費、サーバー使用・管理費、更新費
役務費、文具、図書等

（単位：円）

2,621,279

4 . 予 備 費

42,000
126,000
30,000

収 入 の 部 支 出 の 部
科　　目

表 4.　2025 年度　軽種馬防疫協議会積立金　収支予算
（2025 年 4 月 1 日〜 2026 年 3 月 31 日）

科　　目 金　　　額 備　　　考

計 997,118 計

0
0
0

997,118

（単位：円）

前 年 度 繰 越 金
2025 年 度 積 立 金
雑 収 入（ 預 金 利 子 ）

996,718
0

400

印   刷   費
学術集会等への協賛費
雑 　 　 　 　 費
次 年 度 へ 繰 越 金

金　　　額

997,118

700,000 700,000

700,000 700,000

10 841

600,000 0600,000
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
　2025 年度軽種馬防疫協議会専門委員会が下記のとおり開催され、提出議題はすべて承認された。

１．開催日時：2025 年 6 月 26 日（木）
２．場　　所：日本中央競馬会　本部 4 階　401•402 会議室 
３．会 議 参 加 者 ：（敬称略・順不同）
	 来　　賓：	大倉　達洋 （農林水産省　消費・安全局　動物衛生課　家畜防疫対策室長）
	 議　　長：	伊藤　　幹 （日本中央競馬会　馬事担当理事）
	 常任委員：秋元　稔弥 （地方競馬全国協会　公正担当理事）
		  上野　儀治 （日本軽種馬協会　副会長・常務理事）
		  布施　　勝 （日本馬術連盟　常務理事）
		  永峰　一弘 （日本馬事協会　専務理事）
	 専門委員 ：
	 農林水産省
		  末谷　桃子 （畜産局　競馬監督課　課長補佐（中央班長））
		  舘　　敦史 （畜産局　競馬監督課　課長補佐（地方班長））
		  中村　主貴 （畜産局　畜産振興課　課長補佐）
		  山木　陽介 （消費・安全局　動物衛生課　防疫指導班　課長補佐）
		  鈴木　　瞳 （消費・安全局　動物衛生課　検疫業務班　課長補佐）
		  珠玖　知志 （動物検疫所　検疫部長）【欠席】
		  横山理恵子 （動物検疫所　検査部　管理指導課長）【代理出席】
　		  嶋﨑　洋子 （動物医薬品検査所　検査第一部長）
	 農業・食品産業技術総合研究機構　動物衛生研究部門
		  松浦　裕一 （動物感染症研究領域ウイルスグループ　グループ長補佐）
	 地方競馬全国協会
		  内谷　武司 （競走・公正部長）
		  望田　森介 （公正部　公正課長）
		  遠山　理志 （公正課　獣医役）
		  浦辻　雄央 （公正課　獣医役）
	 日本軽種馬協会
		  冨成　雅尚 （業務部長）
	 日本馬術連盟
		  堀金　　靖 （事務局長）
		  川嶋　　舟 （獣医委員）
	 日本馬事協会
		  井上　善行 （参与）
	 全国乗馬倶楽部振興協会
		  阿部　憲二 （専務理事）
	 全国公営競馬獣医師協会
		  上田　　毅 （会長）
	 競走馬育成協会
		  和田　信也 （副会長理事）
	 日本競走馬協会
		  小林　英典 （常務理事）
	 軽種馬育成調教センター
		  小林　光紀 （業務部長）
	 日高家畜衛生防疫推進協議会
		  駒澤　弘義 （理事）
	 胆振家畜自衛防疫推進協議会
		  田中　秀俊 （胆振獣医師会　会長）
	 ジャパン・スタッドブック・インターナショナル
		  福井　紳弥 （理事長）
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中央畜産会
向井　清孝 （統括参与・衛生指導部　総括・部長）

地方競馬主催者
廣瀬　眞由 （北海道軽種馬振興公社　業務部）
板倉　智幸 （一般社団法人ばんえい十勝　常務理事）【特別参加】
大町　泰裕 （帯広市農政部　ばんえい振興課長）
村田風夕子 （岩手県競馬組合　業務部業務課　主任専門監）
宮本　賢一 （埼玉県浦和競馬組合　業務課　野田管理事務所長）【欠席】
中橋　冬陽 （千葉県競馬組合　競走業務課　管理衛生班　副主査）
鈴木真結子 （特別区競馬組合　競馬事務局　厩舎管理課　主任）
大木　茂実 （神奈川県川崎競馬組合　競走課長）【欠席】
髙田　　陽 （神奈川県川崎競馬組合　きゅう舎管理課　副枝幹）【代理出席】
市川　雄一 （石川県競馬事業局競馬業務課　課参事）
長野　博子 （岐阜県地方競馬組合　参与）
安達　教治 （愛知県競馬組合　主幹・診療所長）
西田龍太郎 （兵庫県競馬組合　西脇馬事公苑管理事務所課長）【欠席】
中山　裕美 （兵庫県競馬組合　事業部業務課　副主任）【代理出席】 
劉　　辰女 （高知県競馬組合　競走馬診療所　主幹）
相川雄一郎 （佐賀県競馬組合　馬診療所長）【欠席】

日本中央競馬会
松田　芳和 （馬事部長）
滝澤　康正 （馬事部長代理）
栗本慎二郎 （馬事部　獣医課長）
眞下　聖吾 （馬事部　防疫課長）
上野　孝範 （競走馬総合研究所　微生物研究室長）
辻村　行司 （競走馬総合研究所　分子生物研究室長）
根本　　学 （競走馬総合研究所　分子生物研究室　主任研究役）【特別参加】
丹羽　秀和 （日高育成牧場　上席調査役）
川崎　和巳 （栗東ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ ･ ｾﾝﾀｰ競走馬診療所長）
山中　隆史 （美浦ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ ･ ｾﾝﾀｰ競走馬診療所長）

事務局
和久野　愛 （馬事部　防疫課長補佐）
村瀬　晴崇 （馬事部　主任調査役）
岡本奈名子 （馬事部　防疫課　係長）	

オブザーバー：
農林水産省

紙野　瑞希 （畜産局　競馬監督課　係長）
竹口　　潤 （畜産局　畜産振興課　係員）

北海道日高家畜保健衛生所
黒澤　　篤 （所長）*

北海道胆振家畜保健衛生所
山本　慎二 （所長）*

日本軽種馬協会
琴寄　泰光 （業務部　調査役）

日本馬術連盟
太田　　稔 （上席調査役）

中央畜産会
高木　昌美 （衛生指導部）

地方競馬主催者
石原　深雪 （神奈川県川崎競馬組合　きゅう舎管理課　主査）
伊藤花菜子 （特別区競馬組合　競馬事務局　厩舎管理課　主事）
福井　陽士 （千葉県競馬組合　競走業務課　管理衛生班　主査）

　　　　*：オンライン参加

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
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４．議事内容：
　１）議　　題
　　① 2025 年 馬の予防接種要領		   【7 ページ】
　２）報告事項
　　① 2024 年度　事業報告ならびに収支決算		  【３ページ】
　　② 2025 年度　事業計画ならびに収支予算		  【３ページ】
　　③国内伝染病発生状況および自衛防疫		  【9 ～ 20 ページ】
　　　・国内伝染病発生状況	  	
　　　・2024 年度馬鼻肺炎ウイルスによる流産等発生状況＆発生頭数の推移	
　　　・軽防協ニュース速報（号外）		
　　　・国内における馬インフルエンザの発生状況＆ウイルス解析報告
　　④生産地の防疫概況		  【21 ～ 25 ページ】
　　　・日高地区		
　　　・胆振地区		
　　　・生産地疾病等調査研究・馬感染症のサーベイランスおよび疫学調査                    	
　　⑤海外伝染病発生状況	 　	 【26 ～ 27 ページ】
　　　・世界各国における馬の伝染病の発生状況（2024 年）		
　　　・軽防協ニュース速報（号外）		
　　⑥馬の輸出入検疫状況		  【28 ～ 30 ページ】
　　　・馬の輸出入検疫頭数の推移		
　　　・輸入検疫における監視伝染病摘発状況		
　　⑦防疫推進事業		  【31 ～ 48 ページ】
　　　・馬防疫強化地域推進対策事業（馬インフルエンザワクチン接種推進・馬鼻肺炎ワクチン接種推進）	
　　　・育成馬等予防接種推進事業		
　　　・乗用馬防疫推進事業
　　　・馬伝染性子宮炎自衛防疫普及啓発事業		
　　　・家畜防疫・衛生指導対策事業（馬伝染性貧血自衛検査推進）
　　　・馬飼養衛生管理特別対策事業		
　　⑧馬防疫検討会		
　　　・2024 年度 馬感染症研究会	
　　⑨その他		
　　　・軽種馬防疫協議会委員名簿		
	

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
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● 2025 年　馬の予防接種要領について

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

2025 年 馬の予防接種要領 

 
軽種馬防疫協議会 

 
「2025 年 馬の予防接種要領」は下記のとおり全国的に統一して実施されたい。  
なお、馬の移動の際には、下記の予防接種を実施した旨の証明書を携行すること。 

 
記 

 
11．．馬馬イインンフフルルエエンンザザ  
 

初回は使用説明書に基づいて 2 回接種（基礎免疫）し、以降半年に 1 回（春季・秋

季）の補強接種を実施すること。 
  

※※ 予防接種間隔が１年を越えた場合は、再度基礎免疫から実施すること。 
 
22．．日日本本脳脳炎炎  

 
初回は使用説明書に基づいてその年の流行期前（5～6 月）に 2 回接種（基礎免疫）

し、次年度以降は流行期前に少なくとも 1 回補強接種すること。 
 

※※ 前年の接種歴がない場合は、再度基礎免疫から実施すること。 
※※ なお、1～4 月に接種を行っていた場合も、接種歴として認めることとする。 
 

 
33．．破破傷傷風風  
 

初回は使用説明書に基づいて 2 回接種（基礎免疫）し、翌年からは年 1 回の補強接

種を実施すること。 
 

※※ 前年の接種歴がない場合は、再度基礎免疫から実施すること。 
 
○ 各主催者・団体等が更に詳細な要件を定める場合は、その指示に従うこと。 
 
○ 予防接種を実施した場合は、「馬の健康手帳」の「各種予防接種実施証明書欄」に、予

防液のメーカー、製造番号、接種日、実施者等の必要事項を漏れなく記入すること。 
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

● WOAH ワークショップ報告書

WOAH Regional workshop on laboratory expertise for equine diseases in Asia and the Pacific 

2020 2023

2024 9 17 18 JRA

22 60  
 

 

Session 1: Opening session  

Session 2: WOAH concept and capacities WOAH  

Session 3: Regional capacity for six disease 6  
Session 4: Laboratory support to and concepts for disease surveillance 

 

Session 5: Proposal for intra-regional training program  

Session 6: Way forward and closure  
 

Public-Private-Partnership

PPP

2024

60

1 Session 3

 
 

 
 



9

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

●国内伝染病発生状況

●月別発生状況（2024 年）
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

●軽種馬における馬鼻肺炎ウイルスによる流産発生頭数とワクチン接種状況の推移



11

●帯広競馬場における馬コロナウイルス感染症の発生

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

●北海道における馬鼻肺炎神経型の発生

2025 4 2

JRA   

2025 1 2 EHV-1

2
2 1

EHV-1 2 1
2

1 EHV-1 4 EHV-4
EHV-1

3

EHV-1 2020 1 2021
2023 2, 3

EHV-4

1.
http://keibokyo.com/wp-
content/uploads/2020/06/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC
%88EHV%EF%BC%89.pdf
2.
http://keibokyo.com/wp-
content/uploads/2021/03/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%962021-1.pdf
3.
http://keibokyo.com/wp-
content/uploads/2023/03/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC
%88EHV-1%EF%BC%8920230310.pdf

http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2021/03/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%962021-1.pdf
http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2023/03/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EHV-1%EF%BC%8920230310.pdf
http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2020/06/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EHV%EF%BC%89.pdf
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

●熊本県における馬インフルエンザの発生

2025 4 10

JRA

2025 4 8

2008 2007

( 4 )

http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2020/01/%E3%80%87%E9%A6%AC%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%95%E3%83%AB%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%B6_%E7%AC%AC4%E7%89%88%EF%BC%88%E6%9C%80%E7%B5%82%E7%89%88%EF%BC%89.pdf
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●熊本県における馬インフルエンザの発生（その２）

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

2025 4 16

JRA

2

2025 4 14 7 2 3 19

4 19 20 24

4 10

http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2025/04/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EI%EF%BC%891.pdf
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●国内における馬インフルエンザの発生（その３）

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

2025 4 25

JRA

3

2025 4 25

3

4 25 26

28

4 16 2

4 10

http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2025/04/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EI%EF%BC%8920250416.pdf
http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2025/04/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EI%EF%BC%891.pdf
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●国内における馬インフルエンザの発生（その４）

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

2025 5 2

JRA

2025 4 28 1
5 3 5 5 9

4 25
4 16
4 10

http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2025/04/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EI%EF%BC%8920250425-.pdf
http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2025/04/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EI%EF%BC%8920250416.pdf
http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2025/04/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EI%EF%BC%891.pdf
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●現在流行している馬インフルエンザの解析結果について

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2025/05/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EI%EF%BC%8920250502.pdf
http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2025/04/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EI%EF%BC%8920250425-.pdf
http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2025/04/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EI%EF%BC%8920250416.pdf
http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2025/04/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EI%EF%BC%891.pdf
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●国内における馬インフルエンザの発生（その５）

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2025/05/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EI%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B9%E8%A7%A3%E6%9E%90%E7%B5%90%E6%9E%9C%EF%BC%8920250503.pdf
http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2025/05/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EI%EF%BC%8920250502.pdf
http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2025/04/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EI%EF%BC%8920250425-.pdf
http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2025/04/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EI%EF%BC%8920250416.pdf
http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2025/04/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EI%EF%BC%891.pdf
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●国内における馬インフルエンザの発生状況

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

1 4 8 4 36
2 4 8 1 500
3 4 8 4 4
4 4 10 3 8
5 4 10 1 450
6 4 10 1 900
7 4 11 5 205
8 4 16 4 14

WOAH World Animal Health Information System
https://wahis.woah.org/#/in-event/6420/dashboard

4 19-20 24
5 17-18 7

1 4 25 10
2 4 28 1 150
3 5 8 2

1,2)WOAH World Animal Health Information System 3) HP

4 25 2
4 26-28 2
5 3-5 2
5 9 3
5 10-12 3
5 17-19 3

5 23 4

https://wahis.woah.org/#/in-event/6420/dashboard
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

2025

JRA   
 

 

1.

H3N8  

2.  

3. 

 

 

RT-PCR

1 Flu

 

 
1.   

 

 
1)   2) 

     

67% 100%   49% 100% 

Flu
 

67% 100%    

 
27% 100%    

 
 

   54% 100% 

 
    61% 100% 

 
 

 

1) Yamanaka et al., 2016. Influenza Other Respir Viruses. 10:127-133. 

2) Kawanishi et al., 2025. Equine Vet J. doi: 10.1111/evj.14500. Online ahead of print. 
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●生産地の防疫状況（北海道日高振興局管内）

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
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●生産地の防疫状況（北海道胆振総合振興局内）

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
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●生産地疾病等調査研究・馬感染症のサーベイランスおよび疫学調査

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

 
 

JRA 2022 3

7  

 

 

EAV

2024 34

EAV 25 9

EAV  

 

 

1 30 1

2024 24 23 1

 

 

 

G3 G14

2024

22 4 G3

1 G14 3  

 

 

Lawsonia intracellularis Li 5 12
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

Li

Li Li  

2023 4 2024 3 25 32

40.6% 13/32 Li 71.4% 5/7 Li

16 13

1 Li

Li Li

 

 

5  

R. equi

R. equi

R. equi  

2024 R. equi 149 2

RNA rpoB 2022

2024  

 

6  

 

 2013 2024 42 7

Typhimurium O4 i:- 31/42 73.8%

2013 2024 4 Typhimurium O4

i:- 3

 

 

 

 

2024 5 5 2
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

in-situ hybridization

3
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●世界各国における馬の伝染病の発生状況（2024 年）

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告



27

●アメリカ合衆国における馬伝染性子宮炎の発生

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

https://www.aphis.usda.gov/livestock-poultry-disease/equine/contagious-equine-metritis
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

●馬の輸入検疫頭数の推移、馬の輸出検疫頭数の推移
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

●輸入馬の仕出地域別検疫頭数
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

●輸入検疫における監視伝染病摘発状況
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

①馬防疫強化地域推進対策事業
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

②育成馬等予防接種推進事業
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

③乗用馬防疫推進事業
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

④馬伝染性子宮炎自衛防疫普及啓発事業
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● CEM に対する PCR 検査頭数と事業の推移

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

●馬伝染性子宮炎の自衛防疫指針
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

●日本における馬伝染性子宮炎のサーベイランス検査結果
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

⑤家畜防疫・衛生指導対策事業
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
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●馬伝染性貧血の自衛防疫指針
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

●日本の競走馬における馬伝染性貧血のサーベイランス検査結果
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Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
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⑥馬飼養衛生管理特別対策事業

Ⅱ . 2025 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
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Ⅲ . 話題提供

１. 馬防疫に関する学術集会

Ⅲ . 話題提供

①  第 53 回生産地における軽種馬の疾病に関するシンポジウムの開催報告
　（本発表会において報告された演題の要旨集は軽種馬防疫協議会のホームページでご覧いただけます。）

　１．主　　催：日本中央競馬会（JRA）
　２．開催日時：2025 年 7 月 17 日 （木） 10 時 00 分～ 15 時 00 分
　３．開催場所：静内エクリプスホテル 2 Ｆ エクリプスホール（日高郡新ひだか町静内吉野町 3-1-1）
　　<開　　会＞
　　<開会の辞＞眞下　聖吾（JRA 馬事部防疫課長）
　　<開会挨拶＞松田　芳和（JRA 馬事部長）
　４．演　　題
　　〇シンポジウム「消化管内寄生虫に関する実態調査」
　　座長：丹羽　秀和（JRA 日高育成牧場） 
　　　　　村瀬　晴崇（JRA 馬事部） 
　　１）獣医師アンケートからみた寄生虫管理の実態
　　　　　　○村瀬　晴崇（JRA 馬事部）
　　２）回虫症、条虫症の発生状況と開腹手術成績

○浦田　　望（NOSAI 家畜高度医療センター）
　　３）サラブレッド生産牧場における消化管寄生虫に関する調査
　　　　　　○野村　　脩（NOSAI 日高東部家畜診療所）
　　４）育成牧場における消化管寄生虫対策および虫卵排出状況ならびに駆虫薬の有効性

○多田健一郎（BTC）
　　５）馬における消化管寄生虫診断法の現状と今後の課題

○中尾　　亮（北海道大学）
　　６）総合討論
　　
　　〇シンポジウム「馬感染症のサーベイランスおよび疫学調査」
　　座長：丹羽　秀和（JRA 日高育成牧場） 
　　１）細菌感染症のサーベイランス I
　　　　〜ローソニア感染症、サルモネラ感染症およびロドコッカス・エクイの薬剤感受性〜
　　　　　　○木下　優太（JRA 競走馬総合研究所）
　　２）ウイルス感染症のサーベイランス（2022 ～ 2024 年）

○坂内　　天（JRA 競走馬総合研究所）
　　３）馬のパピローマウイルス関連皮膚疾患に関する調査

○上野　孝範（JRA 競走馬総合研究所）
　　４）細菌感染症のサーベイランス II
　　　　〜多剤耐性ロドコッカス・エクイ株の解析および抗菌薬使用アンケート〜

○澤　　結子（日高家畜保健衛生所）

　　〇一般講演
　　座長：村中　雅則（日本軽種馬協会）
　　１）移行免疫不全（FPT）の仔馬は弱いのか？ 

○髙杉　真綾（NOSAI 日高東部家畜診療所）
　　２）Streptcoccus equi subsp. zooepidemicus に着目し春の細菌感染症を再考する

○中嶋　彩子（NOSAI 日高東部家畜診療所）
　　３）第一指骨粉砕骨折を呈したサラブレッド種４症例に対する Transfixation Pin Cast の治療成績

○山家　崇史（社台ホースクリニック）
　　４）馬インフルエンザ診断のためのヒト用インフルエンザウイルス抗原検査キットの比較検討

○川西奈那子（JRA 競走馬総合研究所）

　　<閉会の辞＞高橋　敏之（JRA 競走馬総合研究所）
　　<閉　　会＞
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Ⅲ . 話題提供

　② 2025 年度馬防疫検討会「馬感染症研究会」の開催報告
　馬防疫検討会「馬感染症研究会」が下記のとおり開催された。

　馬感染症研究会
　１．主　　催：農林水産省／農研機構　動物衛生研究部門／日本中央競馬会（JRA）／公益社団法人　中央畜産会
　２．開  催  日：2025 年 10 月 28 日（火）～ 10 月 30 日（木）
　３．会　　場：JRA 競走馬総合研究所
　４．プログラム
　第 1 日目　10 月 28 日（火）　[ 場所 : 事務棟大会議室 ]
　　進行：近藤	高志（JRA 競走馬総合研究所　企画調整室）
　 １. 開会挨拶　
	　　　　勝田　　賢 （農研機構　動物衛生研究部門　所長）
　　　　伊藤　　幹 （JRA 馬事担当理事）
　　座長：坂内　　天（JRA 競走馬総合研究所　分子生物研究室） 
　 ２. 特別講演
　　　「トリパノソーマ症の基礎知識と WOAH マニュアルに基づく診断に際して考慮すべき点」
　　　　　　井上　　昇（帯広畜産大学　原虫病研究センター）
　　座長：眞下　聖吾（JRA 馬事部　防疫課） 
　 ３. 主催者挨拶
　 ４. わが国における馬の防疫体制
　　　　1）馬の防疫と馬防疫検討会の役割
　　　　　　  小佐々隆志（農林水産省　消費・安全局　動物衛生課）　
　　　　2）馬の防疫に関する各都道府県の現状
　　　　　　  各都道府県参加者
　　　　3）軽種馬の防疫と JRA の役割
　　　　　　  和久野	 愛（JRA 馬事部　防疫課）
　　　　4）国内外における馬伝染病の発生状況
　　　　　　  和久野	 愛（JRA 馬事部　防疫課）
　　　　5）馬の輸出入検疫状況
　　　　　　  文屋　侑子（農林水産省 動物検疫所）
　　　　6）馬用の生物学的製剤の製造状況等
　　　　　　  嶋﨑　洋子（農林水産省　動物医薬品検査所）
　 ５. 細菌感染症（講義）　[ 場所 : セミナー室 ]　
　　　　　　  講師 : 木下　優太（JRA 競走馬総合研究所　微生物研究室）

　第 2 日目　10 月 29 日（水）

　 ６. 馬の保定法／個体識別法（講義）　[ 場所 : セミナー室 ]
　　　　　　 岡本奈名子（JRA 馬事部　防疫課）
　 ７. 保定法／個体識別法／検体採取法（実習）　[ 場所 : 厩舎 ]
　　　　　　  講師 :JRA 競走馬総合研究所　分子生物研究室員、微生物研究室員、
　　　　　　  　　 馬事部防疫課員、JRA 競走馬総合研究所　企画調整室員　
　 ８. 病理解剖法（実習）　[ 場所 : 病理検査棟解剖室 ]
　　　　　　  講師 : 上野　孝範、越智　章仁、岸　　大貴（JRA 競走馬総合研究所　微生物研究室）　

　第 3 日目　10 月 30 日（木）　[ 場所 : 事務棟大会議室 ]
　 ９. ウイルス感染症 1（講義）
　　　　　　  講師 : 辻村　行司（JRA 競走馬総合研究所　分子生物研究室）　
　 10. ウイルス感染症 2（講義）
　　　　　　  講師 : 根本　　学（JRA 競走馬総合研究所　分子生物研究室）　
　 11. ウイルス感染症 3（講義）
　　　　　　  講師 : 坂内　　天（JRA 競走馬総合研究所　分子生物研究室）
　 12.	寄生虫感染症（講義）
　　　　　　  講師 : 越智　章仁（JRA 競走馬総合研究所　微生物研究室）
　 13. 意見交換会
　　　　　　  司会 : 眞下　聖吾（JRA 馬事部　防疫課）
　 閉　会
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Ⅳ . 軽防協ニュース速報（号外）

Ⅳ . 軽防協ニュース速報（号外）

●北海道における馬鼻肺炎神経型の発生（その２）

 
2025年 8月 22日 

軽種馬防疫協議会 事務局 
（JRA馬事部防疫課）  

 
 

北海道における馬鼻肺炎神経型の発生（その 2） 
  
  

2025年 7月に、北海道の軽種馬飼養施設において馬鼻肺炎（EHV-1）神経型の発生が認め
られたため、発生した施設から管轄する家畜保健衛生所に対して家畜伝染病予防法の規定による届
出がありました。家畜保健衛生所への届出により発生が判明したのは、サラブレッド種 8歳馬 1頭であ
り、神経症状を発症し、EHV-1神経型と診断されました。なお、同馬は 2025年 1月に馬鼻肺炎生
ワクチンの接種を受けていました。現時点におきましては 1頭のみの発生ですが、今後の動向に注意が
必要です。 
 
 
過去の号外︓4月 2日 北海道における馬鼻肺炎神経型の発生 
 

 

  
 

http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2025/04/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EHV-1%EF%BC%8920250402-.pdf
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Ⅳ . 軽防協ニュース速報（号外）

●米国における馬鼻肺炎神経型の流行

 
2025 年 11 月 26 日 

軽種馬防疫協議会 事務局 

（JRA 馬事部防疫課）  
 
 
 
 
 

米国における馬鼻肺炎神経型の流行 
  

米国テキサス州で開催されたウエスタン馬術競技会を起点とする馬鼻肺炎神経型（Equine 

Herpesvirus Myeloencephalopathy, EHM）の流行が確認されました。以下に、現時点までの状況を

報告いたします。最新情報については Equine Disease Communication Center (EDCC)が随時更新

していますので、ご確認ください。https://equinediseasecc.org/news/article/Equine-

Herpesvirus-Myeloencephalopathy-(EHM)-Outbreak 

 

発生状況 

2025 年 11 月 5-9 日に米国テキサス州で開催された Womenʼs Professional Rodeo Association 

World Finals and Elite Barrel Race（ロデオ競技の世界大会）に参加した複数頭において馬鼻肺炎神

経型が確認されました。大会には 31 州およびカナダから延 670 頭が参加していました。 

テキサス州動物衛生委員会は 11 月 18 日に陽性診断の報告を受け、競技会参加者全員にコンタクト

をとり、同日より参加馬全頭および同居馬に対して 14 日間の隔離措置及び 1 日 2 回の検温を指示し

ました。これに伴い、ウエスタン競技を中心に多数の主要な競技会が中止または延期されています。 

本件に関する情報は EDCC に集約され、更新されています。それによると、20 日には 3 州 7 頭で

あった陽性馬が 25 日には 6 州 27 頭にまで広がっています（無症状含む EHV-1 陽性は 8 州 34 頭）。 

 

馬鼻肺炎神経型（EHM）とは？ 

馬鼻肺炎は、馬ヘルペスウイルス 1 型（EHV-1）あるいは 4 型（EHV-4）の感染によって引き起こ

される疾病の総称です。特に EHV-1 感染は呼吸器症状（呼吸器型）、流産あるいは生後直死（流産

型）、あるいは後駆麻痺を主徴とする運動失調（神経型）の 3 つの臨床型が知られています。EHM は

2021 年、2023 年にスペインの馬術大会で流行しており、近年世界各地で警戒されています。本国に

おいても本年北海道で 2 件の報告がありました。臨床症状には、発熱（神経症状よりも先に発熱を呈

することが多い）、鼻漏、運動失調、後肢の筋力低下、バランスを保つために柵や壁に寄りかかる、無

気力、尿失禁、斜頸、尾の筋力低下、陰茎麻痺などがあります。 
 
 

  
 

https://equinediseasecc.org/news/article/Equine-Herpesvirus-Myeloencephalopathy-(EHM)-Outbreak
http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2021/03/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%962021-1.pdf
http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2023/03/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EHV-1%EF%BC%8920230310.pdf
http://keibokyo.com/wp-content/uploads/2025/04/%E8%BB%BD%E9%98%B2%E5%8D%94%E5%8F%B7%E5%A4%96%EF%BC%88EHV-1%EF%BC%8920250402-.pdf
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Ⅳ . 軽防協ニュース速報（号外）

●国内における日本脳炎の発生

 
2025年 12月 17日 

軽種馬防疫協議会 事務局 

（JRA馬事部防疫課）  
 
 
 

国内における日本脳炎の発生 
  

2025年 11月 7日に鹿児島県において日本脳炎の発生が確認されました（1戸 1頭）。国内の馬に

おける発生は 2003年以来、22年ぶりとなります。 

これまでのところ、感染の拡大は認められていません。 

 

 

 

 

 

日本脳炎とは 

日本脳炎ウイルスを原因とする人獣共通感染症で、ヒト・馬に脳炎を起こす疾病であり、日本・東

南アジア・南アジア・オーストラリア北部の一部に広く分布しています。日本脳炎ウイルスは、コガ

タアカイエカをベクターとして、蚊とブタの間で感染環が成立しています。そのため、日本脳炎の流

行時期は、ベクターの活動期間と一致しており、夏から秋にかけて発生します。豚は日本脳炎の増幅

動物として重要です。ヒトや馬はウイルス感染蚊の吸血によって偶発的に感染しますが、ヒトや馬か

ら他のヒトや馬に直接感染することはありません。感染したとしても多くは無症状のまま経過し、発

症馬は発熱、沈鬱、興奮などを呈し、重症例では起立不能となります。日本では、2003年にワクチン

未接種の農用馬 1頭で発生が報告されて以降、馬では発生がありませんでしたが、ヒトでは現在でも

毎年数名程度の患者が報告されています。 

 日本ではほとんどの軽種馬にはワクチン接種による予防が行われていますが、現在でも日本脳炎ウ

イルスは夏から秋にかけて活動していることが疫学調査から明らかになっており、警戒が必要です。

予防には蚊の駆除などの衛生対策およびワクチン接種が非常に重要となります。 

 

参考資料： 馬感染症シリーズ「馬の日本脳炎」 

  馬の予防接種要領 
 
 
 

  
 

http://keibokyo.com/wp-content/themes/keibokyo/images/learning/pdf/53.pdf
http://keibokyo.com/prevention/inoculation/
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Ⅴ . 軽種馬防疫協議会　委員名簿



（http://keibokyo.com/）

日本中央競馬会、地方競馬全国協会、日本軽種馬協会、
日本馬術連盟および日本馬事協会を中心に構成され、
軽種馬の自衛防疫を目的とする協議会です。

（昭和 47年 8月 11日　設立）

議　　長　　伊藤　　幹
事務局長　　松田　芳和

事  務  局　　〒105‒ 0003　東京都港区西新橋 1‐1‐1
　日本中央競馬会　馬事部　防疫課内
TEL.050‐3139‐9535




